

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































申◆◆ま◆ ◆ ◆ ◆ ◆ や ◆ ● q 』
文系学生に対する教養物理教育の実践報告 9
果になったと考えられる。使用している計算は中学数学レベル程度であり、また現象を数
式で表すことの楽しさも理解をしてもらいたいことから、来年度に向けて数学的補足の資
料を充実させることを検討していく。
事後アンケートにおいて､｢この授業を受けて『科学技術』に対する関心は増しましたか｡」
との質問をし､｢とても増した｣｢少し増した｣｢変わらない｣の3つの中から1つ選択させた。
結果を図6に示す。1部学生、2部学生ともに9割以上が「とても増した」または「少し
増した」と回答しており、この結果からも前述の本授業の到達目標が十分達成されたと考
えられる。
最後に、事後アンケートの自由記述欄に書かれたコメントから、代表的な意見を抜粋し
て表2に示す。コメントのうち、およそ7割が「楽しかった」「興味をもてた」「わかりや
すかった」といった肯定的な意見、およそ2割が「計算が難しかった」という否定的な意
見であった。「身近な科学技術について知れてよかった」との意見も多く、学生の科学リ
テラシーの向上に資することができたと考えられる。
変わらない 変わらない
図6受講後、科学技術に対する関心の変化（左：1部学生右：2部学生）
5.結論
文系学生を対象とした教養科目「生活と物理」において､『アドバンシング物劉をベー
スとした授業実践を行った。文系学生にも理解しやすいよう様々な工夫を加えながら講義
を展開し、アンケートの結果から、本取組が学生の科学技術への関心を高め、科学リテラ
シーの向上に有効であることが示された。一方で数学的な面では、容易な計算しか扱わな
い場合でも、十分な事前指導・事後指導が必要であること、学生の理解を助ける演示実験
を増やすことが望ましいことなどの課題が見つかった。まだ初年度の取り組みであり、改
善の余地は大いにあるが、従来の日本における物理教育と全く異なるスタイルで書かれた
『アドバンシング物理」の内容が、文系大学生の教養科目において有効な教材となり得る
ことは間違いないことが示されたと考える。今後講義内容をブラッシュアップしていくと
ともに､『アドバンシング物劉の他の章の講義への取り込みを進める。以上の講義記録は、
他大学での同様の試みにおいても大いに参考となるであろう。
’
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表2事後アンケートにおける自由記述（抜粋）
身近な科学技術でも今まで意識していなかったので、楽しかったです。
授業は面白いし、わかりやすかったです。
少し難しかったですが、楽しかったです。
身近な物の仕組みを科学的に知れて、話のタネ等にもなり役だった。
身近にあるCDなどが、どのようにできているかを知ることができてよかった。
次もぜひ取りたい授業だと思いました。
授業のあと携帯電話で調べたり、関心がとても増した。
難しいところもあったが、それでも身近な物からなかなか縁のないものまで様々
なことを知れて楽しかった。
全体的に難しく、特に計算が難しいと思いました。
思っていたよりも計算が多く、難しい講義だった。プリント形式なので講義は
やりやすかった。
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